
2023 年度第 1 回企業研究会（株式会社亀山電機：本社 長崎県長崎市）開催記 

                         文責：長崎県立大学 宮地 晃輔 

 

 2023（令和 5）年 8 月 4 日（金）13：30～15：30 の日時にて、長崎県長崎市弁天町 3 番

16 号に本社を有する株式会社亀山電機（以下、亀山電機）において、2023 年度第 1 回企業

研究会を開催いたしました。同研究会は当初 15 名上限で参加者を募り、崎章浩会長、伊藤

和憲前会長をはじめ北海道、関東、東海、関西、

九州の各地域から 15 名の会員のみなさまに

ご参加を頂きました。 

 亀山電機は、1996（平成８）年 10 月 7 日に 

創立されています。同社の主力事業には、

「OA・Web 事業」「IA（インダストリアルオ

ートメーション）事業」「OA（オフィスオー

トメーション）事業」があります。IA 事業で

は、ドイツ・SIMENS 社よりソリューション

パートナーの認定を受けています。 

 亀山電機は、西の果て長崎から海外を目指すことを掲げています。同社の社員数は約 80

名ですが、人材面では 2023（令和５）年 8 月 1 日時点で、外国人社員数 8 名が在籍して

おりダイバーシティを意識した経営も活発に行われています。

 

 研究会では亀山電機代表取締会長兼社長の北口功幸氏および同社企画部の大塚昌紀氏の

2 名から亀山電機の経営管理とバランスト・スコアカード（BSC）について詳細な説明が行

われました。説明にあたっては亀山電機第 27 期決算報告・第 28 期経営計画発表会で使用

された資料が提供され、同社の財務分析、事業計画、BSC への取り組みを説明頂きました。 

北口功幸会長兼社長からの説明に対して、参加の会員から活発な質問や意見が出されま

した。会員の意見の中には、亀山電機の BSC に対する改善提案も見られ、同社の今後の BSC

に有意義な意見も出されました。同研究会は盛会のうちに無事終了いたしました。 


